
2013特別見学ツアー報告書
[旧閑谷学校/備前市]
　 　しずたに 　　　　　　　ここが旧閑谷学校





建物配置図

　　　　　　　　←

　　　　　　↑



　　　上記配置図矢印のところの公衆電話の屋根に注目！



　アップで見る



　　閑谷に関係のある人物の紹介板



　　　詳細は下記ホームページ参照





　見難いので下記の簡易版を参照のこと



　　　　簡易版 　　　　　　　簡易版



　　手前は泮池（はんち）/重要文化財/石橋も重要文化財



　　　　　　前方に見えるのは講堂（国宝）の錣葺屋根



　アップで見る



　　　これは「校門」の屋根/左奥に見えるのは「公門」の屋根/ともに重要文化財



　　　　　　　校門/鶴鳴門ともよばれ、両脇に花頭窓のある付属屋を付けるなど中国の建築様式を模している/重要文化財



前方は公門/その背後に講堂が見える



　　アップで見る



　　　　飲室門/重要文化財/通用門の役目をもっている



　　　　ここを行くと資料館がある



　　振り返って見る/手前の門は「公門」、その後方が「校門」



　　さて、この受付の門から校内に入る



　　　　　　　前方に見えるのは閑谷神社/重要文化財





　　　　正面が講堂/左手は校門



　　　講堂/国宝



　左手は小斎（しょうさい）/重要文化財











　　外周面を見る











　　床下を見る











　　　　　習芸斎・飲室方向へ進む



　　　　　　　習芸斎・飲室（奥）



　　　天井を見る



　　　　飲室



　　　　振り返って講堂方向を見る



　この中が講堂



　　講堂内部





　　　　　　　小斎/重要文化財









　　小斎屋根



　　小斎内部



右手は小斎/左手が公門（重要文化財）



　右手は公門/左手が小斎（重要文化財）



　公門/重要文化財/本柱の後ろに控柱二本を建てて切妻屋根をのせる薬医門様式





　　　正面が習芸斎（しゅうげいさい）/その背後に講堂/左手は飲室（いんしつ）



　正面が習芸斎（重要文化財）/その後方は飲室（重要文化財）





　左手前は飲室





　　　　　　飲室門/重要文化財





　　　　これは文庫/重要文化財





　　　　　漆喰塗で固めた上を瓦葺きにした置屋根式



　　正面は校門



　　　　　　　校門/重要文化財



　　さて、左手を見ると前方は聖廟



　　右手は閑谷神社/左手が聖廟



　　　こちらが聖廟/重要文化財



　　　　外門





　　　　向こうは閑谷神社の一画



　　左手から中庭、東階、そして右手が本殿に当たる大成殿



　　　　　繋牲石（けいせいせき）



　　　　　左手は中庭/右手は外門





　　左手は厨屋、文庫（奥）/右手は中庭、西階、大成殿（奥）



　　　　奥が大成殿/その手前が西階



　　　　　　厨屋の屋根瓦の下に水抜きの穴が並んでいる



　さて、こちらは閑谷神社/重要文化財



　　　　中門（外門）から拝殿を見る



　　　　拝殿



　　　　　　奥へ幣殿、本殿と続く



　　正面が本殿



　　向こうに見えるのは聖廟の一画



　　　　　　左手が本殿/右手が拝殿/それらを繋ぐ幣殿



　　　　　　　閑谷神社の繋牲石



　隣の聖廟を見る



　　　　神庫



　　　　正面は神庫/向こうは聖廟



　　　　　さて、受付の門へ戻る



　　井戸だろうか





　　　何せ国宝の講堂他、全てが重要文化財という重要な歴史的建造物であった



参考ホームページ

http://shizutani.jp/shiseki/index.html

http://www2a.biglobe.ne.jp/%257Emarusan/phsizut1.html

http://k-yagumo.sakura.ne.jp/web11/suzu.htm

http://www.geocities.jp/qbpbd900/sizutani3.html
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